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初年度の昭和56年度は 12.500株を県内の繁殖地から移 

殖して3 ケ月後には重量で約250倍に達し、沼から窒素 

560 kg、 リン100 kgを吸収したことが調査の結果判明し 

たので、 2 年目の昨年（昭和57年）度は県と関係町村（ 

5 市 3 町）では28.000株を面積で前年の約10倍に当る5 

わに21ヶ所 （ 56区画）に移植して3 ヶ月後に調査すると 

重量で40◦倍と好成績であった。

ところが台風の相つぐ襲来と不順の天候にさまたげら 

れて最終的には計画重量の1Z15にとどまったという。

そのうえに野鳥（カイップリ科のカイップリPodi. 

ceps ru fic llis  poggei Reichenow とクイナ科の才 

オ バ ン Fulica atra atra  L in n a e u s )がホテイアオイ 

の若葉を喰うためであることも知られた。

筆者も柏市石鹼利用推進協議会の会長を委嘱されてい 

るので委員を連れて手賀沼の観察を行ったが、隣地の我 

孫子市石鹼利用推進協議会長で手賀沼漁業協同組合長で 

もある深山正己君（友人の息子）からその状況をきき、 

特に喰害されたホテイァオイの現場を見て歩いた。

成程浮遊している株は滅茶苦茶に喰われて網に囲われ 

ているのは網からくびを伸ばして届く範囲が害を受けて 

いた。

但し調査が不完全で、ホテイァオイを喰害したのが 力  

イッブリとオオバンだけで他の野鳥には関係がないのか 

またカイッブリとオオベンは食料とするのみではなく、 

巣材にも使っているのではないかとの疑問も残ったが、 

本年度に再調査を行うことにしているものの、一応報告 

しておきたい。 （ 1983.1.25 )

山口県のヒメウ キ クサの新産地

南 敦

水草研究会報Na5 (C c t .1 9 8 1 )「山口県のゥキクサ 

科」において、山口県のヒメゥキクサの産地を記してお 

いた。

1982年 （昭和57年）12月26日、山口県吉敷郡秋穂町秋 

穂西、黒潟南、横 浜 社 〔小郡一2 〕の境内にある約3 m 

x 6 m の 池 （沼）において、 ヒメウキクサが二重三重に 

重なっていろかのごとく密生しているのを見い出した。 

他のゥキクサ類が全く混っていない純群落であった。こ 

の点、いままでの発見地では、ヒメウキクサが他の多く 

のウキクサ類にわずかに混生していたのと異なる。ここ 

のヒメウキクサは、この時期において、まだ寒さの影響 

を全く受けないかのようによ く 生育していた。表面は濃 

緑色だが、葉縁のみは紫色。裏面は紫色。根の数は3 本 

の個体が一番多く、次いて2 本の個体、4 本の個体と続 

く。 5 本の個体は少ない。

秋穂町は山口県の瀬戸内では中央より，やや東によっ 

たところである。いままでの産地、即ち、萩市、岩国市、 

柳井市などとはかなりへだたる。ゥキクサ類は繁殖力は 

抜群であるが、害虫の被害をよく受け、コイやフナなど 

によろこんで食べられる。 したがって、コイなどを飼育 

している池（沼）などにはないわけであるf なお、今回 

採集したヒメウキクサ< 35688 ， 35689、 35690〉は証 

拠標本として、国立科学博物館、山口県立科学博物館等 

にそれぞれ1983年 1月31日納入した。 （注）く〉内は筆 

者の標本番号0

〇辻井達 一 •渡辺祐三編「北海道の湿原」 （北海道大学 

図書刊行会、 1982年 7 月、39頁、1400円）

釧路湿原をはじめ道東のいくつかの湿原をとりあげ、 

四季の風景や植物、鳥などを紹介した写真集である。 「 

北海道の湿原」というタイトルをもつ以上、もっと多く 

の湿原を取り上げるべきであろうし、内容的にも、もう 

少し骨のあるものがほしい。 （角 野 ）

〇陳守鉅、陸月蓮、朱成徳編著、経済水生植物農業出 

版社、北京、第 1版第 1次印刷、 1982年、A 5 版、本 

文 121頁、 0.34 元 （ 210 円）、
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